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六月四日　辨官（弁官）より宇都宮真名介に係る伺書を返却す

宇都宮真名介は本藩賀茂郡長濱の僧にて黙霖と称を初め安芸郡倉橋島西蓮寺の役僧たり當て重き疾を受けてついに聾となり経音の呂律（ろれつ）亦調を失い殆んど人と言語の不能となりて宛も啞人の如しよりて人と語る常に書簡問答なるを持って世人は皆啞老狂と為を然れとも狂には非るなり
後處々を游歴山口に在留して高杉晋作の塾に入り漢学を修むよりて防長の諸氏に交友多し又国学をも修め一時山城国男山の権禰宜（ごんねぎ）となりし事ありたり

其山口在留中帰郷せるに當り偶防長の役ありしを以て長藩の薦めに間を為せとの嫌疑を受け廿日市郷にて之れを捕え、遂に佐伯郡の獄に幽囚する敭句 (あげく)に及 (およ)へり　然るに其間諜の為の帰藩せしに非る姿なるを以て長州境内へ向けて開放せり

後に浪士は復籍せしむへきの朝令ありしに依り之を編籍をするに当たり藩命に服せさるありしを以て其處分を官へ伺うに至りたりしか
本日辨官（弁官）より東京藩邸公用人を召喚せるにより熊谷真彦出頭せしに金井小史（恭之）を以て？果して其藩在籍者たれじゃ藩命を奉承をへくして服従せむ人は暫く禁錮等臨機の處置を為すとも今日に當て其黒白を分つの処分なきを可とす宜く？をして餓死に至らさしむへしとて往に藩より呈出せし伺書は返却せられたり


権禰宜…神社における神職の職名のひとつ。一般的な神社では、上から宮司、禰宜、権禰宜の順

防長の役　防長四境の役
慶応二年（一八六六）六月七日、第二次長州征伐
　当初、幕府軍の圧倒的な戦力により、久賀、安下庄の殆どを戦火により焼失するなど苦戦。しかし、十三日未明、高杉晋作が乗り込んだ丙寅丸の奇襲から戦況が好転し　芸州口（六月十四日～八月七日）石州口（六月十六日～七月十八日）小倉口（六月十七日～十月七日）の戦いに弾みをつけ、第二次長州征伐の勝利を決定づけました。浅井藩が倒幕への舵を切るきっかけとなった戦いでもあります
　近年、この戦いは「幕長戦争」や「長州戦争」と呼ばれますが、四つの県境が戦場になったことから四境の役とも呼ばれています。
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